海外臨床実習報告書マレーシア編 Faculity of Medicine Universiti Teknologi MARA by 小林 玲
実習期間：２０１１年５月５日～５月２７日（３週間）
スケジュール：
１週目：Infection,Cardiology（Hospital Selayang）
２～３週目：Primary care（KK TAMAN EHSAN）
１．はじめに
私は今回１ヶ月間マレーシアのクアラルンプールにある
マレー工科大学に短期留学させていただきました。私がマ
レーシアに海外臨床実習に行くことを選んだ理由は３つあ
ります。１つは英語の上達の為です。短い期間ではありま
すが，英語に対する抵抗感が軽くなると思いますし，集中
して英語を勉強し，あちらの学生とコミュニケーションを取りたいと思いました。２つ目は他国の医療を学
ぶことで，日本の医療の良い点，悪い点がより鮮明に見えてくると思ったためです。それは必ず将来の自分
の進む道や日本の医療の在り方を考える上で生きてくると思います。また，日本では稀な疾患を見たいと思
いました。
３つ目はマレーシアの文化や宗教観を知ることで視野が広がると思ったためです。実際，マラ工科大学の
学生は皆イスラム教信者で，信仰が生活の軸になっていることが新鮮でした。自分が慣れ親しんでいる社会
とは違った考え方，生き方を知ることも良い経験になると思います。
渡航する前は，あちらで上手くやっていけるのかとても不安でしたが，行ってみると楽しいことや嬉しい
ことの方が多く，案外乗りきれるものでした。
迷っている方は是非行くことをお勧めします。
２．マレーシアに行くまで
友人がマレーシアのマラ工科大学は希望すれば行けることを教えてくれたことがきっかけでした。私を含
め５人の学生が行くことに決まった時にあちらの先生と連絡をとる代表者を決めることになり，じゃんけん
に負けた私がなることになりました。
山城先生に Nasimul 先生を紹介していただき，実習期間，実習を希望する科，寮などについてこまめに
連絡を取り合いました。こちらが質問や要望に親切に応えて下さり，大変助けて頂きました。また週に１回
マレーシアに行く５人で勉強会を開き，１００cases や英語での問診の練習などを行いました。山城先生も英
語の case report を一緒に読む機会を持っって下さり，着々と準備を進めていきました。
３．実習先について
・マレーシアについて
東南アジアの中心に位置するマレーシアは，マレー半島と
ボルネオ島の一部・サバサラワク州から成り立っています。
国土面積は３３万３３８平方キロメートルで日本の面積の９割弱
です。人口約２５００万人で，マレー系（イスラム教）・中国系
（仏教が多い）・インド系（ヒンドゥー教），そして多数の部
族に分けられる先住民族で構成される多民族国家です。それ
ぞれの民族が持つ宗教，生活習慣が融合されており独特な文
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化を生み出しています。例えば，祝日で実習が休みの日があり，学生（イスラム教徒）に「今日は何の日な
の？」と聞いたところ，「仏教の祝日だよ～でも何する日かはよく知らない！hahaha！」と笑っていました。
異なる文化や宗教に対しお互いに寛容だと感じました。
・マラ工科大学について
今回留学したマラ工科大学の Selayang Campus はクアラルンプールの南に位置しています。KL センター
から車で３０分ほどの所です。寮も campus 内にあり，学生も全員寮に住んでいるようでした。正門には２４時
間警備員が配置されておりセキュリティー面も安心でした。マラ工科大学は国立の大学で，医学部は５年制
ですが，２年間基礎医学を学び，３年間臨床を行うということでした。私たちが一緒に過ごした学生達は４年生
で，４年生では外科，薬学，short posting（精神学，法医学，眼科，耳鼻咽喉科），公衆衛生，救急，プライ
マリーケアを２ヶ月ずつ回ります。また１学年の６割が女性で，どの学年でも女性の方が多いそうです。授
業はすべて英語で行われ，教科書も英語でした。ちなみに学費は年間約３万円で，マレーシアでも安い方だ
そうです。
４．マレーシアの医療について
病気になったとき，ほとんどのマレーシアの人々はまず近所のホームドクターのいるクリニックで診察を
受けます。軽度の病気の場合は，クリニックで注射や薬を処方します。クリニックで手に負えない場合は，
検査機器や手術設備などが揃っている病院の専門医を紹介します。そこで，検査，治療を行い，必要に応じ
て入院します。マレーシアの病院には公立病院と私立病院があり，一般的な庶民，中低所得層は公立病院を
使用するそうで，私たちも公立の診療所を今回訪れました。公立は１回の診療代が３０円（１リンギット）で
患者にかかる負担は軽いですが，とても混んでいました。私立病院は診療代が高額ですが，その分待たされ
る時間は少ないらしいです。
５．実習内容
【１週目：Infection，Cardiology】
Selayang Hospital にて実習を行うことになりました。はじ
めは Infection に行く予定でしたが，学生達は今 Cardiology を
回っているということで，そちらにつくことになりました。講
義以外は病棟実習を行っており，主に学生が新規入院患者のも
とへ行き，問診・身体診察を行って先生にプレゼンをしていま
した。マレーシアの学生は何度も訓練していくなかで，診察力
を高めているようでした。学生の一人に「君もやってみなよ」
と言われたのですが，私はあまり上手くすることが出来ず，呆
れながら一つ一つ丁寧に教えてくれました。
また休み時間に一緒に Infection 病棟についてきてくれ，結
UiTMの Selayang キャンパス 寮の共用スペース。取り囲む形で個人部屋があります。
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核の疑いのある患者に対しこちらが聞きたいことをマレー語に訳してくれました。マレーシアは結核患者が
増えているそうで，その理由にインドからの移民をあげていました。
【２・３週目：Primary care】
主に Klinik SUNGAI BULOH にて実習を行いました。クリニックでは Consultation，Medical Office，
Maternal & Child HealthClinic，Treatment room，Pharmacy の５部門のいずれかで実習を主に行い，時々
講義もしていました。Consultation とは患者を２，３人の学生と先生が囲ん
で，１人の学生が問診，身体診察，検査のオーダーまで行い，終わった後に先生
と一緒に feedback をするというものでとても印象的でした。また，Pharmacy
での実習があることに驚きましたが，処方箋をみて薬を籠に入れ受付の方に渡
すということを繰り返し行っていました。はじめは薬の名前，略語，容量など
がよくわからず，学生に何度も教えてもらいましたがどんどん慣れていき，最
後の方は一人でできるようになりました。講義では学生の活発な discussion
を見ることが出来ました。
＊毎週金曜日がイスラム教のお祈りの日です。一部の男子学生は正装して実習に来ていました。男性はお昼
にモスクに行ってお祈りを，女性は部屋でお祈りをするため，実習はお昼前に一旦終了し，礼拝後１５時か
ら再開していました。
６．費用
・航空代 約６万円（羽田－クアラルンプール往復）
AirAsia がとにかく安いです。羽田発着ですのでとても楽でした。
・寮代 約２万円
・食事代や娯楽費 約４万円
実習後（毎日必ず１７時に終わる）に学生達と一緒に映画 Pirates of the
Caribbean を観に行ったり，近くの市場でおやつを調達したり，外食に出掛
けたりしました。最後には盛大に心のこもったお別れ会を開いてくれました。
薬局にて
正装した学生と共に 最終日には小林君と杉山君も着てきました。
お別れ会市場にて
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７．持ち物
・パソコン
無線 LAN があるので，大学内でインターネットを使うことが出来ました。Facebook が学生とのコミュ
ニケーション手段の一つでした。
・電子辞書
・イヤーノートなど日本の教科書
イヤーノートはほとんど使いませんでしたが，「診察と手技がみえる」にはお世話になりました。他に，
マレーシアの学生みんなが持っている OXFORD Handbook of Clinical Medicine を現地の本屋で購入し
使っていました。
・マレー語会話の本
学生は皆英語が堪能で私は英語を話すのに必死でしたが，公用語のマレー語を一生懸命勉強していた杉
山君はあちらの学生達に大人気でした。
・蚊取り線香・かゆみ止め（手放せませんでした。）
・味噌汁・日本のお菓子
あちらの学生へのおみやげとしても喜ばれましたし，日本食が恋しくなった時，役にたちました。
８．実習を終えて
マレーシアでは様々な経験をすることが出来ました。英語漬けの毎日を過ごしたお蔭で英語力は上達し，
多少自信が着きました。今でも友達になった人たちと facebook で連絡を取り合っています。
医療の面では，マレーシアの医療は日本より問診と身体診察を重要視しているようでした。日本はすぐレ
ントゲンや CT 等の検査をする傾向にありますが，マレーシアではそれほど検査にお金をかけることができ
ません。問診や身体診察で分かることもたくさんあることを学びました。患者のベッドサイドで学生と一緒
に身体診察を行う機会も多く，心雑音の区別もつくようになりました。また，日本では少ないデング熱や結
核の患者を診ることもできました。
実習以外にも，マレーシアの文化，宗教観，温かい人間性から学ぶことは多くあり，視野が広がったよう
に思えます。今回の研修に際してお世話になりました山城先生，Nasimul 先生，そして共に学んだ４人，親
切にしてくれた UiTM の学生の皆さんに大変感謝しています。どうもありがとうございました。
Heaith Carnival にて血糖値測定中
バトゥーケーブ（Selayang Campus 近く）
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１．はじめに
実習が始まるまでに少し時間があったので，クアラルンプールから２時間ほどのカンボジアにも行かせて
いただきました。私の中高時代の校長だった漆原先生が５年前から奥様と共にカンボジアで子供の支援活動
をされており，そのご縁もあり実現しました。
２．カンボジアの歴史
１９７５年から１９７９年の間にポル・ポト政権が知識層の大虐殺を行いました。教師・医師・芸術家などがほと
んど殺され，４０００人いた医師も，生き残ったのはわずか４０人だったそうです。その後ポル・ポト政権は倒さ
れたのですが，内戦時代が１９９１年まで続きます。この時に多くの地雷が全土に撒かれ，現在でも被害が出て
います。長い不幸な歴史の中で医療システムは崩壊し，今なお貧困からも抜け出せずにいます。
３．アンコール小児病院
まず私たちはアンコール小児病院を訪れました。Friend
without a border JAPAN という日本の NPO 法人が建てたもの
です。残念ながら内部の見学のお許しは得られなかったのです
が，小児病院についてのビデオを見ました。カンボジアの子供の
死亡率はアジアで最も高く，下痢や栄養失調など予防できる病気
で亡くなる子供が少なくないということ，また病院に来た時には
すでに手遅れのことが多いことを知りました。その理由は根本的
には貧困なのですが，医師の指示のない薬を使ったり，民間療法
に頼るためだそうです。入院している子は主に髄膜炎，肺炎，
HIV の子が多いとのことでした。また，カンボジア唯一の教育病院であることも強調されていました。
４．シスター谷村のお話
２００７年から４年間，看護師として活動しているシスター
谷村にお話を伺いました。シスター谷村は色々な村を回っ
て健康診断をしたり，子供に栄養が足りていないのでボー
ボという身の回りにある野菜で作れるお粥を母親に教えた
りしています。感染症にかかる子供が多いため，石鹸での
手洗いの重要性など衛生教育もしているそうです。そして
問題に感じていることは，貧しさゆえにカンボジアの人々
がなかなか病院に行けないということでした。具体的に
は，交通機関が発達していないため交通費がかかる，病院
に行けても診察代２５円が払えない，入院費も払えないから
です。このような理由でなかなかスムーズに病気を治療で
きないそうです。
またポル・ポト派時代の大虐殺のため，医学を教える人があまりいない，医師の教育機関が無い，HIV
について学ぶチャンスが無いため防ぐことが出来ないなど，様々な問題があることを教えていただきまし
た。現場の生の声を伺うことができ有意義な時間でした。
５．カンボジアの子供たちとの交流
現地で漆原先生が開いている日本語教室と音楽教室に参加させていただきました。カンボジアでは音楽教
育や美術教育を学校では行っていません。そのためか子供たちは興味深々に授業を受けており，楽しそうに
目をキラキラさせている姿が印象的でした。月７ドルの授業料が払えず，進級出来ない子供も沢山いるそう
カンボジア編
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です。小学校卒業できるのは，入学時に比べ半数程度です。勉
強したくても続けられない子共達に漆原先生は奨学金を出す支
援活動も行っています。
やはり内戦時代に教育システムが崩壊し，いまだに子供たち
は公教育を保証されていません。農作業や工事現場で手伝いを
させられるために，小学校さえ満足に終えられない実情はあま
りにも理不尽だと感じました。そんな中でも子供たちは明るく
優しく学ぶ意欲も旺盛で，日本との違いを考えさせられまし
た。
６．最後に
今回カンボジアを訪れて，貧しさのせいで子供が学校へ行く機会を奪われたり，病院に行けなかったり，
きれいな水を飲めない等，日本では考えられない厳しい現状を知りました。人口の４割が１５歳以下というこ
の国の発展のためには教育がいかに重要かと感じますが，そのために各国が支援を行っています。漆原先生
はじめたくさんの日本人も現地で活動していることに感銘を受けました。海外に出てみるといかに知らない
ことが多いかに気付かされます。まずは知らないままでいるよりは知ることが大事だと感じました。私にで
きることは少ないですが，今回感じたことを心に留めながら，今私がやらなくてはならないこと（勉強）を
しっかりやっていこうと思いました。
アンコールワット遺跡群等いくつかの素晴らしい世界遺産も持つこの国の人々の幸せを祈りつつ，このよ
うな機会を与えられたことに感謝しています。
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